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子育てはじゅんばんこ
結　城　栄　子事務局次長

NPO法人クリエイトひがしね

　平成29年酉年がスタートしました。私達クリエイト

ひがしねの活動拠点でもある「さくらんぼタントクル

センター」も平成17年酉年に開館しました。年月は流

れ、めまぐるしく世の中は変化しましたが、いつの日

も変わらない子ども達の笑顔がここにはあります。

　昨年、全国冒険遊び場づくり協会主催の「第7回冒険

遊び場づくり全国研究集会～子どもの遊ぶ笑顔が地域

を創生する」へ参加してきました。全国各地のプレー

リーダー、プレーワーカーたちとたくさん出会い、た

くさん語らってきました。その中で、いま子ども達の

遊びは、大人たちの監視の目からのがれることができ

ず、遊ぶ空間も時間も仲間も奪われ、決められている

ことをこなしているだけの危機的状況にあるとして、

「どうせできない」とやる前からあきらめて失敗した

くない子、「何すればいいの？」と聞いてくる意思の

ない子などがあげられました。

　けやきホールでは、水の塔を何度挑戦しても登れな

い子が、くやしくて涙を流しています。また３階から

１階へと滑り降りるすべり台で「滑りたい！」「でも

怖い！」気持ちは行ったりきたり、10分、20分とすべ

り台を見つめ自分と格闘しています。

　心と体が育つには、自ら考え挑戦し、失敗しながら

成功へと歩んでいく。くやしくて泣いて、うれしくて

笑って。遊びを通して学びとるこれらの感情は、親が

言葉で教えてあげられるものではありません。子ども

の遊びを奪うのも保障するのも、まわりの大人です。

まずは目の前のその子を認めて、任せてみることから

始めてみたいものです。

　子育てはじゅんばんこです。“子どもは、人に迷惑

をかけながら育つもの。子育ては、人に頼りながらす

るもの。そして、子育ての知恵は次の世代に引き継ぐ

もの”。

11月26・27日、宮城県を会場に、日本冒険遊び場づくり協会

主催の全国研究集会が開催されました。（本文参照）



　大人と子どもが本気で行うスポーツ大会！　第2回はバ

スケットボールと体操教室でした。今回は大人と子ども

の対決と言うよりも技術の向上を目指したものになり、

普段から体を使っている子ども達の運動能力に関心しつ

つ、技術を教える大人たちの姿が印象的でした。年上の

お兄ちゃん、お姉ちゃんの動きに目を輝かせ憧れを持つ

子もおり、スポーツを通して生まれる関わりをもっと広

げていきたいと思います。（斉藤翔太）

　10月16日、子どもクッキング教室

を小学１年生から中学1年生の14人で

行いました。「山形の食」にこだわ

り、郷土料理の芋煮、紅花や生麩を

使った計５品の調理でした。初めて

包丁を握る子もいましたが、「やっ

てみたい！」と言う気持ちで一生懸

命切っていました。山形の郷土料理

や山形ならではの食材に触れ、子ども達が更

に自分たちの故郷を知るきっかけになってく

れればいいなと感じた子どもクッキング教室

でした。（佐々木聖子）

　今回は大富地区を探検。あいにくの雨でしたが大自然にふれ、

発見のたえないツアーになりました。間近で見る飛行機はやっぱ

りかっこいい、大人も子どもも大興奮。そしてなんといっても大

富地区の川の水のキレイさにまたまた感激。そんな自然が生み出

すわさびに触れ、天然水族館での観察までと盛りだくさん。「東

根ってすごいね」と感動した一日でした。（板坂諭）

　クリエイトひがしねの大きな理念のひとつ「希望と

輝きのあるまちづくり」の実践として積極的に自主事

業を展開しています。前号に引き続き、Part２をご紹

介します。
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山形空港送迎デッキで記念撮影

荷口のきれいな水を利用したわさび栽培

うまく出来るかな

美味くて舌が追いかけていくよ

バスケットに初挑戦！



　「乳幼児の遊び場づくり」の分科会に参加しま

した。子どもにとっての遊びの大切さはもちろん

ですが、「未来を育む～15年先を見据えて～」と

いう言葉が心に残りました。５才の子どもが、ま

た15才の少年が、やがて社会人として責任を担う

年齢になる。どんな社会に生きているのだろう？

その社会で生きていく為に必要な力は？その力は

どこで誰から身につけるのか？子どもたちが未来

の社会を生き抜くために、今私達にできることを

精一杯頑張ろうと思いました。

　懇親会と分科会をとおして、全国のたくさんの方

と交流することが出来ました。特に分科会では、私

たちがこれから先目指していくべき目標が話し合わ

れ、地域の人みんなで子どもたちを見守っていく環

境づくりをしていきたいと思いました。そしてもう

一つは、自分達の活動をまだまだと思わず、自信を

持って発信していく必要があると感じました。地域

の人達だけでなく、全国の遊び場の方たちともつな

がって切磋琢磨し、よりよいあそびあランドを創っ

ていけたらと思いました。

　自分以外の全ての人と言葉だけではなく心を通わす触れ合いが出来るように

なるのがこのヒューマンスキル。生きにくいこの現代社会において、希望を抱

けずに苦しんでいる方も少なくありません。クリエイトひがしねの皆さまには

、そういう方々の救いの灯になり、心を導いて頂きたい思いです。生きにくさ

を抱えた子供も大人も希望を抱けるやわらかい社会を、そして、子供のみなら

ず大人の居場所を、どうぞ創り続けていただけますように…。

　11月26・27日、宮城県を会場に開催された、日

本冒険遊び場づくり協会主催の全国研究集会に参加

してきました。この集会は３年に１回開催されてい

ます。クリエイトひがしねは「遊び場づくりで地域

を創生する」という分科会を担当、東根市子育て健

康課の岡田光弘課長補佐といっしょに、東根市の取

組を紹介してきました。岡田補佐からは、「運営を

行う側と行政の担当者は｢理念｣を共有することが大

切であり、組織マネージメントをしっかりすること

で、行政との信頼につながっていく。地域づくりは

人づくり。人づくりは時間とお金がかかる仕事。

細 谷 由 紀

クレーム対応力を学んで～参加者からのアンケート～

齋藤博美先生より

工 藤 陽 香

遊育も教育も究極の目的は『人づくり』である」と

の助言をいただきました。全国で市民活動として遊

び場づくりに関わる人々の情熱にふれ、この活動を

国や自治体が予算をつけたくなるような、価値のあ

る活動として、もっと社会に発信していきたいとの

思いを強く感じてきました。

◆コミュニケーションのメカニズ

ムを知り、自分自身を客観的に見

てみることの大切さがわかった。

もうひとつの感情で冷静に対応で

きるようになりたい。（E・A）

◆自分は自分の心の中で思ってい

ることを言葉にするのが苦手なと

ころがあるので、自分の気持ちに

素直に伝えることが自分にとって

も相手にとっても大切なことなん

だと気づけた。（Y・T）

研修会講師

齋藤博美先生

ＩＴ＆人材育成
コーディネーター

正宗の意気込みで気合を入れる実行委員正宗の意気込みで気合を入れる実行委員

◆自分の感情から一歩離れ、客

観的に感じることの大切さ、自

分の想い、感情を言葉で伝える

大切さを再認識した。（M・S）

全国研究集会で学んだこと

本年度の全体研修の一環として、コミュニケーションスキル

を高めるために、４回にわたって研修を実施しています
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東根市老人クラブ連合会

沼沢活進会
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信田信一

松田一雄
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★今年は雪のない正月を迎えました。５

日６日とまとまった雪が降りましたが相

変わらず暖冬気味で、あそびあランドの

出番はこれからです。

★昨年11月３日にまなびあテラスがオー

プン。機能の異なるタントクル、あそび

あとの相乗効果が期待されます。どう生

かしていくか、それこそ東根の「クリエ

イト力」が試される時です（Ｍ）

編 集 後 記　　　　　　　　　　　　私たちは年間をとおし、たくさんの

　　　　　　　　　　　事業を展開していますが、活動を終え

たら「ふり返る」ことを大切にしています。その事業は「誰の

ため？」「目的は？」「利己的でないか？」「偏っていないか

？」「課題から逃げていないか？」など多面的な視点から、悩

みながらも自分の考えや感じたことを話すことで、その課題を

次の活動へつなげていくよう心がけています。“クリエイトと

は、何気なく見過ごしてきたことを新しい目で見る力”だと屋

内センター長が教えてくださいました。本年も「希望と輝きの

あるまち」をクリエイトするために奔走します。（Ｋ）

　私たちは三つのクリ

エイト目標をかかげ、

子育て支援と地域づく

りをめざしてきました

私たちの事業は、企画員と賛助会員、世代を越えた地域のボランティア

団体・個人の共同によって成り立っています

遊び体験を通して子育て支援と人間形成のお手

伝い

地域の団体・世代間の交流を通して、文化の伝

承・健康・生きがい・地域コミュニティづくり

を支援

おとなと子どもが共に育ちあい、ひとりひとり

の市民が輝いて生きていける地域づくり

◆賛助会員紹介（平成28年度）

（順不同・敬称略）

「未来」の担い手となる人材育成

地域のボランティア団体・個人
に支えられて～

賛助会員に支えられて～

「魅力ある地域」の創造

「輝き」ながら育ちあう

私たちの活動を財政的にご支援していただける

個人・団体・企業・事業所

白水川河川清掃活動
（最上川第二漁業
　　　　　協同組合）

米づくり・里山探検隊
（沼沢活進会）

夏休親子劇場
（人形劇団とんとん）

けやきホールで演奏会

（バルーンアート
　　　　　パフォーマー）

いっしょに遊ぶべ
じいちゃんばあちゃんと
　（老人クラブ連合会）

子育てボランティアとして特技や趣味を役立て

てくださる団体・個人（随時）一口　2000円より


